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  港や船のことを知るには港巡りの遊覧船に乗るのが一番ですが、遊覧船がない港も少なくありません。東京港

では墨田川をはじめとする河川用舟艇がお台場までは足を延ばしていますが、大井のコンテナ埠頭や青海のフ

ェリー埠頭までいくのは、レストラン船の「シンフォニーモデルナ」と「シンフォニーモデルナ」の 2 隻だけですが、

食事なしでも乗船ができます。 

去る 12 月 22 日に開催されたクルーズ・オブ・ザ・イヤー2023 の表彰式に出席するために上京した機会に、シ

ンフォニーのランチクルーズに乗船することにしました。11 月の日本クルーズ&フェリー学会の総会講演会の前日

に、ナイトクルーズに乗船したのですが、この時は強風のため出航できずに、日の出岸壁に停泊したままでフラン

ス料理を頂きましたので、そのリベンジでもあります。 

大阪から羽田空港に到着すると快晴のクルーズ日和。表彰式は 15 時からだったので、さっそくシンフォニーに

電話をしてランチクルーズの予約が取りました。最上階のアラベスクでの軽食と飲み放題のプランで 6500 円でし

た。乗船だけだと 3600円というプランもありますが、せっかくなので食事つきにしました。 

 乗船が 11 時間から始まりました。最上階の席はほぼ埋まり、下のレストランにもそこそこの人数が入っていまし

た。約 2 時間 10分で東京港内を廻るクルーズです。RORO 船埠頭、コンテナ埠頭、フェリー埠頭を廻りますので

シップウォッチングには最適なコースです。 

 
日本最大のレストラン船「シンフォニーモデルナ」の姿です。 



 
シンフォニーが運航する 2隻の船のデッキプラン 

 
シンフォニークルーズのクルーズルート。 



 
最上階の「アラベスク」。オープンデッキにもすぐに出られるので船の写真撮影には最適でした。 

 
6500円のコースは、オードブルとソーセージのセットにアルコール類の飲み放題付でした。

 

 
出港するとすぐに、入港する東海汽船のジェットフォイル「セブンアイランド友」に出会いました。後ろに見えるのは練習船「銀河丸」

です。 



 
竹芝桟橋には東海汽船の「さるびあ丸」が停泊しているのが見えました。 

 
青海のコンテナ埠頭には小型のコンテナ船 4 隻が荷役中でし

た。 

 

 

 
青海の RORO船埠頭には、「にらいかないⅡ」と「ひまわり 5」、

そしてフェリーターミナルにはオーシャン東九フェリーの「フェリ

ーりつりん」が停泊していました。 

 



 

 
若洲の埠頭には内航のセメント船と油タンカーの姿がありまし

た。 

 

 
「シンフォニーモデルナ」は、東京ゲートブリッジをくぐって東京

湾へと出ました。 

 
東京ゲートブリッジの後ろにスカイツリーの姿が見えました。 

 
東京湾に停泊していた RORO貨物船「イノベーター」です。 

 
錨泊中の小型コンテナ船の姿がありました。 

 
バージを押す押し船が単独で航走しているのが見えました。ブ

リッジがタワーの上に設置されているユニークな姿をしていま

す。 

 
コンテナ埠頭にはいろいろなコンテナクレーが並んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
東京国際クルーズターミナルと船の科学館です。並んで見るとなかなかいい景色です。廃墟と化した船の科学館を復活させること

はできないのでしょうか。この写真からもわかるように、大東京港のシンボルとして、クルーズターミナルと海事博物館が並ぶのは

見栄えがいいですね。クルーズでやってくる人にも海事大国日本を知ってもらうための海事博物館は必須です。また都民にとって

も港を見る機会が増えそう!! 

 
海上保安庁の測量船「昭洋」と「拓洋」が並んでいました。各種の海洋調査を行う海洋大国日本の基礎データを収集する 2隻です。 

 
晴海の高層マンションと船の取り合わせもいいですね。練習船「銀河」と水産庁の調査船「開洋丸」です。 

 


